








�þ�q �È���q�w

�µ�”�Í�”�±� �¤�ï�µ�Ë� �µ�«�”�ç�Ä�À�t
P�O
	Z�Á	$�À
� y � µ � ” � Í � ” � ± �   � ¤ � ï � µ � Ë �   � µ� « � ” � ç

�¢�4�4�)�£�¦���Í�p�K�”	ý
C�>�ô�Í�t�o�z�Z

�€	����Ê�t�‘�”�®�4�4
ï�ù�g�J��
��&�J�¶
ü

�ú�è�2����̄U�‰�5�^�•�‡�`�h�{�\�w�è�2�p

�x	ý
C�>�ô�Í�w�g
:�J���¶�å�����Ê�U�€�C

� �̀z����
ü���¯�Ú�w�è�[�U�î�ª�^�•�‡� �̀h�{

�\�w�è�2�›�è� �̀z
\�Ë�•�©�¶�t�0�b�”�µ

� �̄~��	ú�w�ô�‡�“�•�z	!�è
\�U�é�.�$�s


��Ï�›�U�|�b�”	Í�p�w�°	•�q�s�”�\�q�›

�8�4�̀ �o�M�‡�b�{

�y	–�¤�¶
\�›�0	Å�q�b�”	ý�Á�´�á�Ç�ž�Å

�«�»�”�­
R	X�w�Ú�µ�»�”�Ó�é�¬�å�Ü	!�è


\�²�Z�w�è�2�›�‰�5� �̀‡� �̀h�{ �ô�Z�€	t

�w�­�­�Ó�é�¬�å�Ü�p�x�Z�€	����Ê�U�è�[

� �̀z�����Ê�w	!�è
\�U�€�C� �̀‡� �̀h�{� �™

�h�j�x�z�ô�Z�€�w�H�°
¢�p�Æ���b�”�Z�€

	��w�è�[�t
��K�t�Ö�›���Z�z�ä	ú�t�¶�•

�Ÿ
N�›�_�d�o�X�•�‡� �̀h�{ � �™�h�j�w�Ë

�m�ä�™�q
Ñ���—�U�z�°�R�›�‘�“�‘�M�‹�w

�t� �̀o�M�X�j�ˆ�—�q�s�”�\�q�›�8�4� �̀o�M

�‡�b�{

�y	ý�Á�G�¶�q�/�4�(�¬�ç�”�Ó�w� ���t�‘�“


ƒ�”�^�•�h�ô�Z�€	t�/
ß�Z�€
æ�ó ���ô
�

�&�ì�ñ
Œ�z�Ï�•�Z�€
æ�ó�w�©�è���å�S�Æ

�ˆ�C���q�U�‰�5�^�•�z���å�S�w�Z�€�w
R

�L�q�Í�å�S�w�Ä�À�-�h�U
C
¯�^�•�‡� �̀h�{

	ý�Á�G�¶�ô�Z�€	t�q�/�4�(�¬�ç�”�Ó�x�z�ô


��&�ì�ñ
Œ�z�Ï�•�Z�€
æ�ó�w�Æ�ˆ�t�‘�“

�Í
H�E�w�©�•�t�é�Y�b�”�\�q�›�è�¦� �̀o

�M�‡�b�{

�y�ô�J�¶�w�™�[�q�þ�q�t�q�l�o�w	O�A
Q�›���ä�b�”�h�Š�w
H�„�F�Û�w�©�ß�ï

�Ö�”�ï�®
H�„�ô	?����̄w�°���q� �̀o�–�å�æ�˜�•�o�S�“�z�ô�Z�€	t�p�x�è���q�q

�Z�€�è�_�¶�›�‰�5� �̀o�S�“�‡�b�{���å�x���å�•�“�t�¦�ï�±� �Ä�p�‰�5�^�•�z	ý

�Á�¢�º�Ž�w�ô�Í
\�~�G�¶
\�����Ê�t�]�€�C�M�h�i�V�‡� �̀h�{ ���s�w� �Õ�ï�Ä

�U�z	��M
H�E�w�M�w�J�¶�•�w��	ú�›�ô�Š�z�Œ�Ý�w�s�{�›���b�°	•�q�s�”�\�q

�›�8�4� �̀o�S�“�‡�b�{

	ý�Á� �́á�Ç�ž�Å�«�»�”�­
R	X �_�o�̂�‘�O�Î�Ä�w�ô�q	ú

	ý�Á�G�¶�q�#�(���¬�ç�”�Ó�t�‘�”
�/
ß�è�2
æ�ó�w�Æ�ˆ�C���q

BRAIN RESEARCH INSTITUTE
NIIGATA UNIVERSITY

BRAIN RESEARCH INSTITUTE
NIIGATA UNIVERSITY42 43



診療 教育と

診療活動

　脳研究所の使命は、脳神経系統をめぐる研究活動にあります。
しかし、本研究所の創立に至る背後には、教育と研究の場である
医学部の中で、主として脳外科的疾患を中心とする診療を通じ、
その中核が芽生えてきた長い歴史があります。したがって、研究
活動と並んで診療活動と教育活動とが鼎を形成し一体となって進
められているところに研究所の大きな特徴があります。他方、本
研究所における研究活動の内容は「基礎神経科学」は勿論ですが、

ヒトの脳疾患に関する「臨床神経科学」並びに2者を結ぶ「病態神経
科学」が相互に一体となって研究活動を推進していることが大きな
特色であり、これはまた本邦における脳研究の理想と考えられる
姿でもあります。これらの研究活動が更にたゆみなく進められる
ために、優れた研究者を育成し続け、他方診療上の疑問点に出発
した研究成果が医療の発展に取り入れられるよう以下のごとく活
発な活動が行われています。

　診療活動は、脳神経外科と脳神経内科の2診療科によって行わ
れていますが、特徴的なことは、2診療科ともその外来診療はも
ちろん、病室、手術室、レントゲン室など、すべて診療活動が新
潟大学医歯学総合病院内で行われていることです。このことは脳
神経系が人体の最も重要な部分であるという当然の事実を診療面
にあらわしているもので、これら2診療科は常に関連する医学部の
臨床各科、たとえば精神科、外科、内科、眼科、耳鼻科、放射
線科、小児科、整形外科などと緊密な連絡のもとで、受診者に適
切な治療を行っています。
　脳神経外科は、毎週月・水曜日の午前中に外来患者の診療を
行っています。県内・県外の関連病院から脳腫瘍、脳血管障害、
小児先天奇形など多数の症例が紹介されています。入院ベッドは
現在30床で、手術は火・木・金と週3回、脳血管内手術は水、そ
の他緊急手術は即時行い年間約400件の脳神経外科手術（脳血管
内治療を含む）を行っています。高難度な頭蓋底手術、内視鏡や
外視鏡を使った低侵襲手術、脳血管内治療など多岐にわたる治療

を教室員一丸となって取り組んでいます。
　脳神経内科は月～水・金曜日の午前中外来診療を行っていま
す。患者は県内のみならず県外からも紹介され、例年延1万人
以上の入院患者を診療しています。その患者の内訳は、認知症、
脱髄、変性、代謝性、筋及び脳血管障害など多岐にわたります。
　こうした研究所内あるいは医学部内において行われている活動と
並んで、脳神経外科は29の、脳神経内科は26の県内外の関連病
院を有し、それらの地域で診療の中核的役割を果たしています。
　病理学分野では、本学脳神経外科はもとより全国の大学、病院
から依頼される脳腫瘍、てんかん原性病変、脳血管障害例などを
中心に年間約400例の生検例の病理組織学的検索を、また本学
脳神経内科ならびに脳神経外科、それらの関連病院をはじめとし、
さらに医学部病理学教室との共同検索例も含め、年間約40～50
例の剖検例の検索を脳科学リソース研究部門と共に行っています。

活動 活動
Medical Practice and Education

教育活動

ダイバーシティの推進

　優れた研究活動や治療の継承と
発展は、常に優れた人材の育成にか
かっています。本研究所は研究活動
とともに、教育活動を積極的に推進
しています。本研究所の各研究室
は各専門領域ごとに新潟大学の学部
学生の教育を担当しています。基礎
分野は、先端医科学・脳神経科学・
大学院の講義や研究実習を行い、次世代の育成に努めています。
臨床2分野は臨床講義・ポリクリ・ベッドサイド教育を医学部にて
行い、病理学分野は医学部と合同で臨床実習を行っています。加
えて、各分野は医歯学総合研究科に所属し、医・理・工・薬・農・
獣医・人文など多様な学部からの学生を国内外から受け入れ、修
士・博士課程の大学院学生の教育や研究指導を行っています。
　本研究所の教育活動として最も古い歴史をもち、その中核を
なすものに「新潟脳神経研究会」があります。これは中田瑞穂、
平沢興先生らによってきわめて自由な話し合いの場として昭和13
（1938）年9月28日、新潟大学医学部第2講堂において第1回の
例会がもたれたことに始まります。定例の会はこれまで318回開
催され、その間多くの歴史的な業績が語られ、後継者を育成しつ
つ今日に至っています。また、本研究所では、毎年全国の若手研
究者を対象に神経学に関する教育を目的として「新潟神経学夏期セ
ミナー」を開催してきました。特定のテーマのもと、所内外の専門
研究者によるセミナー、及び見学・体験実習コースを通じて、各
研究室で行われている研究を実践する機会も提供しておりました。
新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で、令和2年度の50回
目の開催より「新潟神経学脳研セミナー」と名称を改め、直近の2
回は所内の活発な交流を目的とした会を開催しています。

　他方、大学院学生、研究生を対象とする教育活動として各分野
は、毎週定期的に研究討論会を開いています。病理学分野と脳
科学リソース研究部門では、毎週1回組織診断検討会並びに臨床
医と共にブレインカッティング（肉眼的脳検索）が催され、剖検から
組織診断に至るまで一貫した教育が行われています。また「新潟
脳神経臨床病理検討会（CPC）」では、病理学分野と脳科学リソー
ス研究部門によって剖検検索されたほとんどの症例について、毎
月2回臨床医と大学院学生を交え討論を行います。医学部や医歯
学総合病院教員等はもとより、検索を依頼した県内外の病院医師
も参加し、活発にその診断や治療、そして病因が検討されていま
す。更に、臨床2分野は「新潟脳卒中研究会」「新潟画像医学研究
会」「新潟脳神経外科懇話会」など、種々の臨床研究会を定期的に
開催し、多数の学外医師の参加のもとで活発な討論を行なってい
ます。
　こうした各分野を主体とする教育活動は、更に各分野の研究員
の交流によって強化されています。本研究所分野間では、活発な
交流教育が実施されています。更に医学部の内科、外科、精神
科、耳鼻科、麻酔科、病理学や基礎分野の教室と盛んな交流が
あり、国内外の他大学とも年余にわたる教育を目的とした交流が
行われています。

　脳研究所では、新潟大学男女共同参画宣言に基づき、ダイバーシティの推進に取り
組んでいます。性別に関係なく、個々の個性や能力が十分に発揮できる環境を作るこ
とを目指しています。女性研究者の確保や教職員のワーク・ライフ・バランスの実現
に向けて、具体的な行動計画を策定し、さまざまな取り組みを実施しています。
　脳研究所ホームページにて、本研究所で活躍する女性研究者を紹介しています。
　詳細は、下記URLをご覧ください。
　https://www.bri.niigata-u.ac.jp/research/femresearcher/index.html
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す。更に、臨床2分野は「新潟脳卒中研究会」「新潟画像医学研究
会」「新潟脳神経外科懇話会」など、種々の臨床研究会を定期的に
開催し、多数の学外医師の参加のもとで活発な討論を行なってい
ます。
　こうした各分野を主体とする教育活動は、更に各分野の研究員
の交流によって強化されています。本研究所分野間では、活発な
交流教育が実施されています。更に医学部の内科、外科、精神
科、耳鼻科、麻酔科、病理学や基礎分野の教室と盛んな交流が
あり、国内外の他大学とも年余にわたる教育を目的とした交流が
行われています。

　脳研究所では、新潟大学男女共同参画宣言に基づき、ダイバーシティの推進に取り
組んでいます。性別に関係なく、個々の個性や能力が十分に発揮できる環境を作るこ
とを目指しています。女性研究者の確保や教職員のワーク・ライフ・バランスの実現
に向けて、具体的な行動計画を策定し、さまざまな取り組みを実施しています。
　脳研究所ホームページにて、本研究所で活躍する女性研究者を紹介しています。
　詳細は、下記URLをご覧ください。
　https://www.bri.niigata-u.ac.jp/research/femresearcher/index.html
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大学院 Graduate Degrees案内
脳研究所で研究を希望する学生の皆さまへ
脳研究所の各分野及び各センターは新潟大学大学院医歯学総合研究科に所属し大学院生の教育及び研究指導を行っています。

大学院でできること
　脳研究所は、脳の仕組み・脳の病態を明らかにし、脳疾患
を克服することを目指しています。次世代の脳研究を担う、
修士・博士課程の大学院生を広く募集しています。
　脳は、記憶し考え、感じて行動する複雑な機能を備えてい
ます。また、アルツハイマー病・ALS・パーキンソン病・脳
卒中・腫瘍・精神疾患など、本質的な治療法がない脳の病気
が多く存在しています。複雑怪奇な脳の機能を探求し、その
疾患を克服するには、関連する他分野と協業する学際的な視
野を持った研究が求められています。
　そのため、本研究所では、医学部・理学部・工学部・薬学
部・農学部・獣医学部・人文学部など多様な学部から研究者や
学生が集まり、研究を進めています。多様な視点から脳に挑む
チャンスがあるのです。どういったバックグランドであるかは問
われません、さまざまな学部からの参加を待っています!
　本研究所では、基礎から臨床まで、脳やその病気に関する
幅広い知識を学び、研究に触れる機会があります。ヒトから
モデル動物（サル・マウス・魚・ハエなど）・細胞・分子・モデ
リング・イメージング・インフォマティクス・AI・技術開発まで、
脳を理解し病気を克服するため、さまざまなテーマを持った
研究室があります。各研究室が研究テーマに専念する環境を
整えており、初学者であっても重要な研究に中心となって参
加することができます。
　ぜひ本研究所概要ならびにホームページを通じて、各研究
室の研究内容をのぞいてみてください。様子をもう少し知り
たい場合は、気軽に研究室にお問い合わせください。

　研究室の中では、脳の神秘に触れ、脳の謎を解き、脳の
病気を克服する研究が、日夜展開されています。最先端の知
識と技術をもって、まだ他の誰も知らない真理を探求し、世
界を驚かすような研究を目指します。これらの成果は、新た
な脳の仕組みや病気の診断・予防・治療法の発見へとつな
がっていきます。科学的発見や医療への応用で、地域社会へ
も、世界へも貢献することができるのです。
　本研究所では、こうしたテーマに思い切りじっくりと取り組
む環境が整えられています。研究室のみならず研究所全体
で、あなたをサポートします。一流の研究者の丁寧な指導の
もと、興味を持った研究内容をすすめ、その成果の実現に邁
進していきます。
　また本研究所では、当大学の大学院医歯学総合研究科
と連携し、新次世代プロジェクト、ティーチングアシスタント
（TA）・リサーチアシスタント（RA）、研究発表・論文投稿支
援、授業料免除等の制度で経済的にサポートし、研究に専念
できる環境を整えています。また、定期的に開催する研究会
を通し、多くの知的刺激を受けて自らを成長させる環境があ
ります。国内外の著名な研究者との交流も頻繁にあり、人の
輪を大きく広げることができます。国際学会への参加や海外
研究所との交流を支援し、国際的な視野を広げ、その後の留
学のチャンスもサポートしています。卒業後には、国内外で
活躍できる研究者として、あるいは企業や公的機関、医療機
関への就職など、多様なキャリアパスを支援しています。
　魅力あふれる脳研究の世界にぜひ飛び込んでみてくださ
い。ともに研究を行うことを楽しみにしています。

大学院生募集の詳細は下記URLをご確認ください。
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/grad/index.html

脳研で研究する先輩たち脳研で研究する先輩たち

柴山 夏蓮
【所属研究室】
生体磁気共鳴学分野 修士課程

【出身大学】
鳥取大学

Alfi Raudatil
Jannah

【所属研究室】
遺伝子機能解析学分野 博士課程

【出身大学】
Gadjah Mada University

（インドネシア）

現在の研究テーマは？
　「ヒト脳機能イメージングによる相対音感獲得の脳基盤の解明」を柱に、現在相対音感の研究を
進めています。絶対音感の一般的な評価、訓練方法が存在する一方で、相対音感についての方
法は確立されておらず、日常の音楽活動を通じてある程度自己学習していますが、詳細は分かっ
ていません。そもそも音楽は音高の相対的な関係で成り立っているので、音楽を理解するために
は相対音感は重要です。実験では、作成した音感課題を実験参加者に行ってもらう等の行動実験
や、脳波の測定を行っています。訓練による脳活動の変化を楽しみに日々実験を進めています。

脳研究所を選んだ理由は？
　音楽と脳の関係について興味があり研究がしたいと考えていた時、HPを見つけました。日本
国内では音楽と脳の関係を研究できる教室は多くないですが、脳研究所にはそのような研究を
している先生がおり、迷わず決めました。また学部三回生の時に研究室を訪問した際、学部時
代と研究分野が異なっていたこともあり、大学院に入ってからスムーズに研究に入れるようにと
勉強の方針を細かにご指導いただいたことが印象に残っています。入学が決まる前でしたが、
こちらで勉強したいと強く思ったことを覚えています。

脳研究所で研究する魅力は？
　自分の研究以外の脳研究に触れる機会が多いことではないでしょうか。脳研究がこれだけ集
結していることは珍しいと感じます。
　修士課程の講義においても脳研究所の先生方の講義が多くあり、脳についてのホットな話を
聞ける機会が多いと思います。

大学院進学を考えている方へのメッセージ
　脳の研究をしたいと少しでも考えているのであれば、一度脳研究所を訪ねてみることをお勧
めします。研究設備の充実も然ることながら、先生方の研究に対する熱意、指導に対する熱意
などを感じ、研究意欲があふれることと思います。まだ新潟に来て半年足らずですが、関わっ
てくださる方々に恵まれ、ここで研究を始められてよかったと思っています。何を研究するかは
もちろん、どなたと研究ができるかということも同様に大事なことだと考えているからです。総
じて、脳研究所は多くの学生にとって素晴らしい環境が整っている場所だと思います。研究の
一歩として、脳研究所を進学先の選択肢に入れられてはいかがでしょうか。
　また脳研究所の所在地、新潟もまた魅力の詰まった県ですから、住みたくなるかもしれませ
ん。数年、もしくは数十年過ごす可能性がある場所とも言えますから重要なことですよね。

現在の研究テーマは？
　私たちの研究室では神経変性疾患に主眼を置き、臨床および分子遺伝学的研究を行ってい
ます。現在私は、タウオパチーを中心とした研究に取り組んでいます。タウオパチーは臨床
的、形態学的、生化学的多様性で知られる疾患群です。これらの疾患は、タウタンパク質が一
対のらせん状フィラメント（PHF）や神経原線維変化（NFT）に凝集することで特徴づけられます。
私は、バイオセンサー細胞を用い、様々なタウオパチーが示すタウ播種能について掘り下げる
研究をしています。具体的にはプロテオミクス的アプローチを用い、タウオパチーごと、およ
び脳の部位ごとに比較しています。

脳研究所を選んだ理由は？
　私は神経変性疾患に関心がありますが、幸運なことに夫が新潟大学大学院の博士課程に入学
しました。夫から、新潟大学脳研究所は神経科学では日本でトップクラスの研究機関として有
名だと聞いていました。更に脳研究所の博士課程に在籍している夫の先輩からも、その優れた
研究環境について聞きましたので、脳研究所の一員になりたいという意欲が高まりました。

脳研究所で研究する魅力は？
　私はあまり研究経験がなく、博士課程に進学する前は不安でいっぱいでしたが、教授をはじ
め研究室の皆さん全員が親切にサポートしてくれます。丁寧に、かつ辛抱強く指導してくださ
います。どんな議論にもとてもオープンですし、こういったことが私の脳研での研究生活に役
立っています。

大学院進学を考えている方へのメッセージ
　今こそ脳研究所の一員になる時です。ためらわず出願してください。ぜひ掴むべき貴重な
チャンスです。刺激的かつ生産的な雰囲気の中で貴重な研究の経験を積むことができます。こ
こでは基礎研究だけでなく臨床研究に携わることもできます。
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大学院 Graduate Degrees案内
脳研究所で研究を希望する学生の皆さまへ
脳研究所の各分野及び各センターは新潟大学大学院医歯学総合研究科に所属し大学院生の教育及び研究指導を行っています。

大学院でできること
　脳研究所は、脳の仕組み・脳の病態を明らかにし、脳疾患
を克服することを目指しています。次世代の脳研究を担う、
修士・博士課程の大学院生を広く募集しています。
　脳は、記憶し考え、感じて行動する複雑な機能を備えてい
ます。また、アルツハイマー病・ALS・パーキンソン病・脳
卒中・腫瘍・精神疾患など、本質的な治療法がない脳の病気
が多く存在しています。複雑怪奇な脳の機能を探求し、その
疾患を克服するには、関連する他分野と協業する学際的な視
野を持った研究が求められています。
　そのため、本研究所では、医学部・理学部・工学部・薬学
部・農学部・獣医学部・人文学部など多様な学部から研究者や
学生が集まり、研究を進めています。多様な視点から脳に挑む
チャンスがあるのです。どういったバックグランドであるかは問
われません、さまざまな学部からの参加を待っています!
　本研究所では、基礎から臨床まで、脳やその病気に関する
幅広い知識を学び、研究に触れる機会があります。ヒトから
モデル動物（サル・マウス・魚・ハエなど）・細胞・分子・モデ
リング・イメージング・インフォマティクス・AI・技術開発まで、
脳を理解し病気を克服するため、さまざまなテーマを持った
研究室があります。各研究室が研究テーマに専念する環境を
整えており、初学者であっても重要な研究に中心となって参
加することができます。
　ぜひ本研究所概要ならびにホームページを通じて、各研究
室の研究内容をのぞいてみてください。様子をもう少し知り
たい場合は、気軽に研究室にお問い合わせください。

　研究室の中では、脳の神秘に触れ、脳の謎を解き、脳の
病気を克服する研究が、日夜展開されています。最先端の知
識と技術をもって、まだ他の誰も知らない真理を探求し、世
界を驚かすような研究を目指します。これらの成果は、新た
な脳の仕組みや病気の診断・予防・治療法の発見へとつな
がっていきます。科学的発見や医療への応用で、地域社会へ
も、世界へも貢献することができるのです。
　本研究所では、こうしたテーマに思い切りじっくりと取り組
む環境が整えられています。研究室のみならず研究所全体
で、あなたをサポートします。一流の研究者の丁寧な指導の
もと、興味を持った研究内容をすすめ、その成果の実現に邁
進していきます。
　また本研究所では、当大学の大学院医歯学総合研究科
と連携し、新次世代プロジェクト、ティーチングアシスタント
（TA）・リサーチアシスタント（RA）、研究発表・論文投稿支
援、授業料免除等の制度で経済的にサポートし、研究に専念
できる環境を整えています。また、定期的に開催する研究会
を通し、多くの知的刺激を受けて自らを成長させる環境があ
ります。国内外の著名な研究者との交流も頻繁にあり、人の
輪を大きく広げることができます。国際学会への参加や海外
研究所との交流を支援し、国際的な視野を広げ、その後の留
学のチャンスもサポートしています。卒業後には、国内外で
活躍できる研究者として、あるいは企業や公的機関、医療機
関への就職など、多様なキャリアパスを支援しています。
　魅力あふれる脳研究の世界にぜひ飛び込んでみてくださ
い。ともに研究を行うことを楽しみにしています。

大学院生募集の詳細は下記URLをご確認ください。
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/grad/index.html
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【所属研究室】
生体磁気共鳴学分野 修士課程

【出身大学】
鳥取大学

Alfi Raudatil
Jannah

【所属研究室】
遺伝子機能解析学分野 博士課程

【出身大学】
Gadjah Mada University

（インドネシア）

現在の研究テーマは？
　「ヒト脳機能イメージングによる相対音感獲得の脳基盤の解明」を柱に、現在相対音感の研究を
進めています。絶対音感の一般的な評価、訓練方法が存在する一方で、相対音感についての方
法は確立されておらず、日常の音楽活動を通じてある程度自己学習していますが、詳細は分かっ
ていません。そもそも音楽は音高の相対的な関係で成り立っているので、音楽を理解するために
は相対音感は重要です。実験では、作成した音感課題を実験参加者に行ってもらう等の行動実験
や、脳波の測定を行っています。訓練による脳活動の変化を楽しみに日々実験を進めています。

脳研究所を選んだ理由は？
　音楽と脳の関係について興味があり研究がしたいと考えていた時、HPを見つけました。日本
国内では音楽と脳の関係を研究できる教室は多くないですが、脳研究所にはそのような研究を
している先生がおり、迷わず決めました。また学部三回生の時に研究室を訪問した際、学部時
代と研究分野が異なっていたこともあり、大学院に入ってからスムーズに研究に入れるようにと
勉強の方針を細かにご指導いただいたことが印象に残っています。入学が決まる前でしたが、
こちらで勉強したいと強く思ったことを覚えています。

脳研究所で研究する魅力は？
　自分の研究以外の脳研究に触れる機会が多いことではないでしょうか。脳研究がこれだけ集
結していることは珍しいと感じます。
　修士課程の講義においても脳研究所の先生方の講義が多くあり、脳についてのホットな話を
聞ける機会が多いと思います。

大学院進学を考えている方へのメッセージ
　脳の研究をしたいと少しでも考えているのであれば、一度脳研究所を訪ねてみることをお勧
めします。研究設備の充実も然ることながら、先生方の研究に対する熱意、指導に対する熱意
などを感じ、研究意欲があふれることと思います。まだ新潟に来て半年足らずですが、関わっ
てくださる方々に恵まれ、ここで研究を始められてよかったと思っています。何を研究するかは
もちろん、どなたと研究ができるかということも同様に大事なことだと考えているからです。総
じて、脳研究所は多くの学生にとって素晴らしい環境が整っている場所だと思います。研究の
一歩として、脳研究所を進学先の選択肢に入れられてはいかがでしょうか。
　また脳研究所の所在地、新潟もまた魅力の詰まった県ですから、住みたくなるかもしれませ
ん。数年、もしくは数十年過ごす可能性がある場所とも言えますから重要なことですよね。

現在の研究テーマは？
　私たちの研究室では神経変性疾患に主眼を置き、臨床および分子遺伝学的研究を行ってい
ます。現在私は、タウオパチーを中心とした研究に取り組んでいます。タウオパチーは臨床
的、形態学的、生化学的多様性で知られる疾患群です。これらの疾患は、タウタンパク質が一
対のらせん状フィラメント（PHF）や神経原線維変化（NFT）に凝集することで特徴づけられます。
私は、バイオセンサー細胞を用い、様々なタウオパチーが示すタウ播種能について掘り下げる
研究をしています。具体的にはプロテオミクス的アプローチを用い、タウオパチーごと、およ
び脳の部位ごとに比較しています。

脳研究所を選んだ理由は？
　私は神経変性疾患に関心がありますが、幸運なことに夫が新潟大学大学院の博士課程に入学
しました。夫から、新潟大学脳研究所は神経科学では日本でトップクラスの研究機関として有
名だと聞いていました。更に脳研究所の博士課程に在籍している夫の先輩からも、その優れた
研究環境について聞きましたので、脳研究所の一員になりたいという意欲が高まりました。

脳研究所で研究する魅力は？
　私はあまり研究経験がなく、博士課程に進学する前は不安でいっぱいでしたが、教授をはじ
め研究室の皆さん全員が親切にサポートしてくれます。丁寧に、かつ辛抱強く指導してくださ
います。どんな議論にもとてもオープンですし、こういったことが私の脳研での研究生活に役
立っています。

大学院進学を考えている方へのメッセージ
　今こそ脳研究所の一員になる時です。ためらわず出願してください。ぜひ掴むべき貴重な
チャンスです。刺激的かつ生産的な雰囲気の中で貴重な研究の経験を積むことができます。こ
こでは基礎研究だけでなく臨床研究に携わることもできます。
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■JR新潟駅から  
〈バス利用〉
新潟駅バスターミナルより新潟交通バスに乗車
・C20、21、22　浜浦町線
　⇒「旭町通二番町」下車（所要15～20分）
　⇒	バス停より徒歩3分
・C80　新大病院線
　⇒「新潟大学病院」下車（所要15～20分）
　⇒	バス停より徒歩５分
〈タクシー利用〉
新潟駅万代広場タクシー乗り場より
脳研究所まで15～20分

■新潟空港から
新潟空港より新潟駅行き乗車（新潟駅からは上記参照）

■自動車利用の場合
新潟バイパス（国道8号線）桜木ICより和合線を直進、　
新大病院前交差点を右折約1分

アクセス
❶　脳研究所
❷　脳研究所附属統合脳機能研究センター
❸　脳研究所附属生命科学リソース研究センター（脳科学リソース研究部門）
❹　脳研究所附属生命科学リソース研究センター（バイオリソース研究部門遺伝子機能解析学分野）
❺　脳研究所附属生命科学リソース研究センター（バイオリソース研究部門動物資源開発研究分野）
❻　脳研究所附属生命科学リソース研究センター（バイオリソース研究部門モデル動物開発分野）
❼　脳研究所事務室
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		お問い合わせ

新潟大学脳研究所
〒951-8585
新潟市中央区旭町通1番町757番地
　025-223-6161（代）

脳研

　		脳研ホームページ	＞	お問い合わせ
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/contact/

https://www.bri.niigata-u.ac.jp/

@ngt_nouken_eng（English）

@niigata_nouken（日本語）

脳研究所公式YouTube

脳機能の解明と脳疾患の克服を目指す

BRAIN RESEARCH INSTITUTE, NIIGATA UNIVERSITY 2024
共同利用・共同研究拠点「病理リソースを活用した脳神経病態共同研究拠点」


